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１．はじめに
平成20年２月、学習指導要領が改定された。改正の
中心点の一つとして、どの教科も言語活動の重視が挙
げられている。では、図画工作科の場合、とりわけ鑑
賞教育における言語活動とはどのようなものなのだろ
うか。
本稿は、鑑賞活動と言語活動が、どのようにかかわ
り、言語活動を取り入れることがどのような価値を
もっているのか、また、言語活動を取り入れた鑑賞の
授業とはどのようなものなのか、具体的な実践を通し
て、明らかにしていこうとしたものである。
なお本稿は、平成20年度群馬大学大学院教育学研究
科教科教育専攻美術教育専修修士論文『小学校図画工
作科における鑑賞力の育成と評価の方法に関する研
究』の一部をまとめたものである。
２．言語的な表現力と鑑賞力
⑴ 言語化することのメリットとデメリット
新しい学習指導要領になって、言語活動が重視され
ている。改訂の協力者としてかかわった藤江充、三澤
一実は、解説書の中で、“図画工作科での言語活動は、
形や色、そこから生じるイメージを言葉のように扱い
ながら、思考したり、表現したり、コミュニケーショ
ンしたりする活動”ということができると述べている。
新学習指導要領では、図画工作科という教科の特性
である造形言語を重視する傾向が強いといえる。
確かに万国共通の言葉としての造形言語は重要であ
る。しかし、図画工作科だから造形言語でなければな
らないというのではなく、図画工作科の中でも、生き
る力として基本である本来の言語（話し言葉や書き言
葉）能力も合わせて育てていく必要があるのではない
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図１―１ 思いつくまま感じたことを書く
だろうか。
言語化することのメリットとしては、
①イメージを具体化することができる。
②自らの考えを深めることができる。
③他者とコミュニケーションできるようになる。
などがあげられる。他者とコミュニケーションができ
るようになれば、他者の感じたことと自分の感じたこ
との共通点や相違点などを知ることができ、また、交
流を通して新しいイメージが生まれるなどして、さら
に自分の考えを深めることができる。感じたことを言
葉に表すという能力が高まれば、コミュニケーション
もしやすくなる（図１―１参照）。
では、感じたことを言葉にすることはどの程度可能
なのか。
言葉を使うプロである、漫才師の太田光は、『爆笑問
題のニッポンの教養コトバから逃げられないワタク
シ』（太田光・田中裕二・田中克彦共著，講談社，2008
年）の中で次のように語っている。
「言葉とは煩わしいものである。思考するのに、言
葉を使わなければならない時、とてももどかしい思い
をする。
言葉に比べ、心のなんと自由なことか。言葉にする
ことは心を区切る作業だ。１つの感情を言葉にした時、
その言葉に収まりきれないどれほどの感情が失われる
のだろう。デジタル時計が、１時１分１秒を表示した
瞬間、１時１分２秒との間にある無限の時間を我々の
認識が失うのと同じように、言葉と言葉の間に存在す
る無限の心を我々は失っているのではないかと思う。
『楽しい』という一言で充分な感情などあるだろう
か？『悲しい』と一言で表現できる悲しみなどあるだ
ろうか？」（２頁）
人間の感情はそう単純なものではない。感情を言葉
に置き換えたようとした時、ぴったり当てはまる言葉
を見つけることは大変なことである。これでよしとい
う言葉はなかなか見つけられない。感じたことを表す
言葉自体をそれほど知らない。どうにか近い言葉を見
つけても、言葉にしてみると感じたことと違うものに
なっていて違和感を感じたりする。たくさんあった感
情も言葉で表わしきれずに失われてしまうものも実に
多い。
言語化には、そのメリットとともに、このようなデ
メリットが伴うことも十分考慮する必要があるだろ
う。
⑵ 言語化することと感性を豊かにすること
言語化にはメリットとデメリットの両面があるが、
感性を育てるという観点から言語化の意義を考えてみ
た。
新学習指導要領では、今回の図画工作科改訂の要点
として以下のように感性を働かせることを重視してい
る。
「ア 教科の目標では、「感性を働かせながら」を加
え、児童が、感性を働かせながら、つくりだす喜びを
味わうようにするとともに、造形的な創造活動の基礎
的な能力を育成することを一層重視する。」（『小学校学
習指導要領解説 図画工作編』2008年８月，５頁）
そして「感性を働かせながら」という文言について、
次のように解説を加えている。
「『感性を働かせながら』は、今回新たに加えた文言
である。これは、表現及び鑑賞の活動において、児童
の感覚や感じ方などを一層重視することを明確にする
ために示している。
『感性』は、様々な対象や事象を心に感じ取る働き
であるとともに、知性と一体化して創造性をはぐくむ
重要なものである。表現及び鑑賞の活動においては、
児童は視覚や触覚などの様々な感覚を働かせながら、
自らの能動的な行為を通して、形や色、イメージなど
をとらえている。これを手掛かりに児童は発想をした
り、技能を活用したりしながら、自他や社会と交流し、
主体的に表現したり、よさや美しさなどを感じ取った
りしている。『感性を働かせながら』とは、このような
児童の感覚や感じ方、表現の思いなど、自分の感性を
十分に働かせることを示している。」（同，７頁）
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図２―１ 鑑賞授業 名画探しゲームⅡ
つまり新学習指導要領解説では、「感性」を“感覚”、
“感じ方”、“表現の思い”だと捉えている。
言い換えれば感性は“物を感じ取る力や感じ取った
ことをもとに表現したい気持ちをもつこと”である。
ところで、新学指導要領には「感性を働かせながら」
とあり、子どもたちがはじめから感性をもっていると
いうことが前提になっているようにみえるが、いった
い子どもたちは感性をどのくらいもっているのだろう
か。
人間は、物を感じ取る力（＝感覚）を、生まれた時
からもっている。そして、外界の刺激や印象を受け取
りながら、自然の成長とともにその能力は、ある程度
は発達する。しかし、感性の中には、ただ感じ取る力
だけでなく、感じ取った中から価値のあるものを判断
する力が含まれるのである。そして、価値があると感
じたことをもう一度味わいたいと思ったり、再現した
いと思ったりする思いが含まれるのである。
それらの能力や思いは価値のあるものにたくさん触
れることによって育まれる。学校で同じ教育を受けて
いるとしても、子どもの感性は同じに発達するもので
はない。同じ年齢の子どもであっても、育った環境や
経験、性格などの違いで、感性には相当な個人差があ
るといえる。
また、学習指導要領の「感性を働かせながら」は、
表現活動や鑑賞活動を通して子どもたちの感性を活発
に働かせることであるが、感性は目に見えるものでは
ない。感性が働いているかどうかが他者にわかるのは、
感性が働いた証としての表現ができたときである。
例えば、子どもに「雲を見て、感じたこと」を言わ
せた時、ある子どもは、「白い」とか「大きい」などと
言うのに対し、べつの子が、「綿菓子みたいにふわふわ
していてとけそう」とか「雲の中に別の世界がありそ
う」などと言ったとすると、後者の方が感性がより豊
かに働いていると受け取ることができる。前者の感想
が事実のみを言っているのに対して、後者の感想は、
感情や記憶と結びついている感じがするからだ。
前者が雲を見て感じ取ったことが、本当に「白い」、
「大きい」ということだけだったかどうかはわからな
い。実際にはもっと他のことも感じてはいたけれど、
言葉にして表現できなかっただけかもしれない。
しかし、もし、前者に綿菓子を食べながら空の雲を
連想したり、物語や映画で雲の中の別世界を見て行っ
てみたいと思ったりした経験があれば、雲はただの「白
い」「大きい」というだけではなかったはずである。ま
た、感じたことと自分の記憶を結びつけて言葉で表現
する方法を習得していれば、おそらくもっと感性を働
かせ、感性の働きが伝わる豊かな表現をしていたに違
いない。
そこで感性の働きを考えた時、感覚器官が受け止め
たことをとどめる記憶や感じたことを整理しまとめる
言葉がどれだけ使えたかということが大きくかかわっ
ているといえる。したがって、感性を働かせるための
１つの方法としては、経験して感じたことをとどめる
記憶力を鍛えたり、感じたことを整理する言葉の力（語
彙・表現力）を高めたりしていくということが挙げら
れる。
私たちが物を感じ取るということは、感じる対象が
あって、そこに刺激がたくさんあって、私たちにはそ
れを感じ取る感覚が備わっていて、そして感じ取った
ものが納まる受け皿のようなものがあって、感じ取っ
たものが受け皿と結びつくことである。
逆に言うといくら刺激があって、感覚が感じ取って
も、受け皿と結びつかないと、自覚できないのである。
大事なのは脳の中の受け皿である。
藤原正彦は『国家の品格』（新潮新書，2006年）で次
のように書いている。
「人間というのは、何かに対して感性が研ぎ澄まさ
れていると、必ずそれを言語化する生き物です。例え
ばエスキモーの間では、雪に関する言葉が百以上ある
と言います。東京でも、牡丹雪とか細雪とか粉雪とか
ドカ雪とか、色々あります。新潟へ行ったらもっとた
くさんあるでしょう。それでもエスキモーほどではな
い。だから、雪に対する感性では、日本人はエスキモー
に負けてしまう。」（103頁）
知らない人なら同じに見える雪も、雪の名前を知っ
ている人は、違った物に感じられる。言葉にするとい
うことが、感じることを増やすことになるのである。
したがって、図画工作科で子どもたちの感性を豊かに
働かせるためにできることは、１つは感じたことを受
け取る受け皿を増やしていくことである。視覚や触覚
などの感覚器官の精度を高めていくことは難しいが、
感じたことの受け皿を増やすことによって、いろいろ
な感覚を自覚できるようにすることは可能である。受
け皿になるのが、言葉や記憶である。受け皿となる言
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葉や記憶が増えるということは、それだけ多くのこと
を感じ取れるようになるということである。
そしてもう１つは、表現の仕方を学習させることで
ある。受け取ることとそれを感情と結び付けて表現す
ることは別の力を要する。豊かに伝えるためにはその
方法を身に付ける必要がある。また逆に、表現が豊か
になることによって、感じ取る力も相乗的に身に付く
ことが期待できるのである。
⑶ 感じたことを言語化するということ
ここで改めて、感じたことを、言語化するというこ
とは、どのようなことなのか考えてみたい。言語化の
意義について、群馬大学教授の新井哲夫は次のように
述べている。
「人間の感覚は、川の流れのようなものである。言
語化するとは、その川の水をすくって、表示をつけて
見本にすることである。水の流れそのものは失われる
が、その水につけられた言葉を基に、どういう川の流
れがあったか、ある程度思い出すことができる。
言葉にすることで、切り捨てられてしまうものもあ
るが、余分なものを捨てることによって、大事なこと
をすくい取ることができる。そして、そのことを記憶
に留めたり、理解したり、整理して認識の引き出しに
収めたりすることによって、物事を推し量ったり、思
いだしたり、ある程度復元できるようになる。
そして、言葉は発達させることができる。言葉で表
すことを繰り返すうちに、少しずつ語彙が増えてくる
と、感覚の川の流れをすくう網の目が細かくなるよう
なもので、言葉にする効率が高まる。きめ細かい言葉
の表現ができ、こぼれ落ちるものが少なくなる。
言語化するということは、記憶することや理解する
ことを助けるとともに、より理解することを高めてく
れるのである。」（筆者との対話より）
私たちの体に備わっている感覚は、いつでも働いて
いる。寝ている時でもである。しかし、それはいちい
ち意識されることはない。一時的に記憶されるものも
あるが、だいたいのことは川の流れのように、忘れ去っ
てしまうのである。もし、その感覚を記憶に残そうと
したら、言葉という形を当てはめて、見える形にして
保存しておかなければならないのである。
そして、記憶とともに保存された言葉によって、そ
の記憶を呼び出し、もう一度同じ感じを味わったり、
新しく出会ったものと比べて、理解を深めたりするこ
とができるようになるのである。感じたこと全て忠実
に言葉で再現することはできない。しかし、一部分で
も言語化しなかったら全てが消えてしまうのである。
すばらしいと感じるものに出会って、その感動が、
時が経つに連れどんどん消えて行って、やがて思い出
せなくなってしまうのは寂しいことである。美しいも
のをもう一度見たい、移りゆくものをとどめておきた図２―２ 鑑賞授業 絵の中に入ってみようⅡ
図２―４ 感想が書けたらシールを貼る
図２―３ 鑑賞授業 画家と友だちになろう
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いという人々の願いが芸術を生み出してきた一つの原
動力でもある。
感じたことを言語化することは、簡単なことではな
い。しかし、新井のいうように、言葉は発達させるこ
とができる。言葉を使う経験や訓練をすることで、誰
でもその能力を高めることができるのである。言語化
のデメリットを全く無くすことはできないかもしれな
いが、限りなく少なくしていくことは可能なのである。
以上のことから、鑑賞活動で、感じたことを言語化
することは、感じたことを記憶し、理解するうえで大
変有効だといえる。
しかし、感じたことを言語化するとき、気を付けな
ければならないこともある。それは、たくさんの言葉
を覚え、言葉の使い方ばかり上手になったが、パター
ン化していたり、実感に裏付けられていなかったりす
る言葉の使い方である。いくら立派な感想文が書けた
としても、実感をともない心を通り抜けた言葉でない
と、いい鑑賞をしているとは言えないのである。
３．鑑賞指導の具体化
⑴ 鑑賞活動のプロセス
以上をふまえて、本節では言語活動を取り入れた鑑
賞活動の題材開発とその実践化について考えたい。
表現活動のプロセスは比較的とらえやすいが、鑑賞
活動については教育現場でも共通の認識が形成されて
いない。まず、鑑賞活動のプロセスを確認しておきた
い。
新井哲夫は鑑賞のプロセスについて、ケネス・クラー
ク、吉川登、E.B.フェルドマンの３つの事例を比較し、
それらに共通した基本的な流れを示した（『図画工作・
美術科における鑑賞教育モデル及びプログラムの開発
に関する研究―造形活動における子どもの発達的特性
をふまえた鑑賞教育の方法論的探究―』平成12年度
～平成14年度科学研究費補助金基盤研究(Ｃ)(2)研究
成果報告書，2003年）。それは、私たちが経験的に行っ
ている鑑賞の一般的なプロセスとも整合する?感覚
的・直感的把握>?分析>?知識の援用・情報の収集>
?解釈・判断（総合的把握）>である。
鑑賞教育を構想する際は、このような鑑賞活動のプ
ロセスを念頭に置くことが重要で、効果的な鑑賞教育
を実現するためには不可欠であると述べ以下のように
定式化している（３～４頁）。
《鑑賞の学習過程》
① ?興味や関心を抱く」
② ?全体の感じを捉える」（→各自の印象や鑑賞を発表
し合う）
③ ?じっくりと見る」（→気がついたことをメモし、発
表する）
＊ ?何（対象、モチーフ、テーマ）」が描かれている
か確かめながら見る。
＊ ?どのように」描かれているか確かめながら見る。
＊同一テーマを取り上げた他の作品（同一作者を含
む）を比較しながら見る。
④ ?知る／確かめる」（→画集や事典などで調べる）
＊ ?いつ」「どこで」「誰によって」「何のために」描
かれたのかを知る。作者の生きた時代や社会、同
一作者の他の作品、同時代の美術や工芸、デザイ
ンなどの特色を確かめる。
⑤ ?想像や推理を働かせながら見る」（→想像したり推
理したことを発表し合う）
＊調べたり話し合ったりしたことをもとに、作者の
意図やねらい、描かれている内容などを創造しな
がら見る。
⑥ ?深く味わいながら見る」
＊調べたり確かめたりしたことをふまえ、作品を一
層深く味わいながら見る。
⑦ ?作品を評価する」（→各自の評価を発表し合う）
＊鑑賞カードなどに作品に対する感想や自分なりの
評価などをまとめる。
この鑑賞の学習過程を踏まえて、鑑賞活動の題材化
が図られるわけだが忘れてはならないことは、児童生
徒の発達段階や興味・関心などの実態に合わせて活動
を考えるということである。特に小学校は１年から６
年まであり、発達段階にも大きな違いがある。また、
学年、学級、個人としての鑑賞活動の経験の多い少な
いも、題材化にあたっては、考慮する必要がある。
⑵ 言語活動を取り入れた鑑賞活動の題材開発の視
点
題材を開発するにあたっては、以下の５つの視点を
重視したい。
１）見て感じたことを言葉にすることを重視する
「鑑賞」は感じ取ることだけでなく、感じたことを
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伝わる形にすることまでをいう。したがって「鑑賞力」
は、見る対象から何かを感じ取るだけでなく、何を感
じ取ったのか感じ取ったことを明らかにする能力も含
んでいるといえる。その能力の１つが、言語化する能
力である。
感じ取る力と言語化について、筆者の考えはこうだ。
感じ取ることとそれを言語化することは、一見、鑑賞
と表現のように相対する意味をもつように感じられる
が、むしろ感じることと言語化することは一体である
と考えるべきであろう。なぜかといえば、人間は感じ
たことに言葉を当てはめることによって、その感覚や
感情を認知することができるからである。
つまり、感じることができたということは言語化す
ることができたということであり、言いかえれば、言
語化することができて初めて感じることができたと言
えるのだ。言語化は、感じたことを伝える形にする唯
一の方法というわけではないが、言語化の技能を高め
ることは、感じ取る力を高めることにもなるはずであ
る。
次節の①から⑩の題材は、鑑賞力を高めるための題
材開発ということで設定したものだが、主に“伝わる
形にするにはどうすればよいのだろうか”、言語化する
場合“どうすれば感じたことを言語化しやすくなるの
だろうか”という視点で考え、実践してきたものであ
る。
題材開発において考慮した具体的な支援のポイント
は次のようである。
⒜ 感じたことがたくさんあれば、書きやすくなる。
たくさん感じさせること。
⒝ 友だちがどんな感想をもったかがわかれば、書
きやすくなる。交流させること。
⒞ どんな言葉を使えば、感じたことが表せるかが
わかれば、書きやすくなる。語彙を習得させるこ
と。
⒟ どんなことを書いても肯定的に受け取ってもら
えれば、書きやすくなる。教師や子どもたち同士
の信頼関係を築くこと。
２）美術作品に身近に接し、親しむ機会を設ける
美術作品を身近なものとして感じ、親しくなるよう
にすることも鑑賞力を高めるために欠かせないことで
ある。したがって、図工の授業以外の「朝の会」の活
動や子どもたちの普段生活する学校内に作品を設置す
るような実践も、鑑賞力を高めるために重要な機会で
あると考える。本研究では、図工以外のクラブ活動や
委員会活動も視野に入れ、日常生活全体を通しての鑑
賞活動の充実を図った（図３―２参照）。
３）直観的な鑑賞から分析的な鑑賞へという鑑賞活動
のプロセスを重視する
一般的に作品を見る時は、まず先入観なしに直観的
に見て、それから細かい部分へ注意力を働かせていく。
図３―１ 絵の中の登場人物になって台詞を発表する
図３―２ ミュージアムクラブの展示
図３―３ 美術館での鑑賞
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感じたことやその根拠となっていることは何かを分析
的に見ていくと深い見方ができるようになる（図３
―３参照）。
４）鑑賞に楽しく取り組めるように、遊びの要素や友
達との交流の機会を重視する
子どもは作品と対峙して見るというより、友だちと
話しながら見たり、気がついたことを話しあったりす
ることが好きである。楽しい活動の中で学び合うこと
も多い（図３―４参照）。
５）子どもが視覚や触覚などの自らの身体感覚を働か
せて、作品に触れられるようにする
子どもの作品の見方は、大人と違い、作品を全身で
感じ取り、作品になりきって考えるところがある。逆
にいえば、このような活動が子どもにとってふさわし
い鑑賞活動になる（図３―５参照）。
４．言語活動を取り入れた鑑賞題材
⑴ 言語活動を取り入れた鑑賞題材
前節の題材化のポイントをふまえて開発し実践した
題材（クラブや委員会の活動を含む）は、「表４―１」
図３―４ ねえ、どのポーズにする？
図３―５ モデルの気持ちがわかるなあ!
表４―１ 開発・実施した鑑賞題材一覧
題材名・活動名 主な活動内容 題材化の視点 時間 実施日
①
感じたことを書いてみ
ようⅠ
G.スーラの『グランドジャッド島の日曜日の午
後』（1884-86）を鑑賞し、感じたことや気付い
たことなどをワークシートにまとめ、発表し合
う。
（1） １ 2008年５月１日
②
画家と友だちになろう
（図２―３、２―４参
照）
学級文庫に用意した子ども向けの画集（『小学館
あーとぶっく』12巻）を、朝の読書時間や休み
時間を使って読み、一冊ずつの感想を短い文で
記し、ワークシートを完成させていく。
（2）
朝の読
書時間
や休み
時間等
2008年５月～８月
③
名画探しゲームⅠ 相手チームが出した５つの言葉のヒントをたよ
りに、どの作品か当てる。
（4）
（3）
１ 2008年６月27日
④
名画探しゲームⅡ
（図２―１参照）
相手チームが出した５つの言葉のヒントをたよ
りに、どの作品か当てる。
（4）
（3）
１ 2008年７月11日
⑤
絵の中に入ってみよう
Ⅰ（図３―１、４―１
参照）
絵の中の登場人物になって、台詞を想像しなが
ら、感じたことを書く。
（5）
（3）
１ 2008年11月６日
⑥
絵の中に入ってみよう
Ⅱ（図２―２、３―４、
３―５、４―２参照）
絵の中のモデルと同じポーズをしながら、感じ
たことを書く。
（5）
（3）
１ 2008年11月13日
⑦
感じたことを書いてみ
ようⅡ
G.スーラの『グランドジャッド島の日曜日の午
後』（1884-86）を鑑賞し、感じたことや気付い
たことなどをワークシートにまとめ、発表し合
う。
（1） １ 2008年12月15日
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のようである。
以上は５月から12月までの８ヶ月間にわたって実施
したものである。
実践研究の方針として、子どもたちの鑑賞力の実態
とその後の変化を把握するために、まったく同じ内容
のアンケートと鑑賞題材を５月と12月に実施し、その
間に行ったいろいろな鑑賞の経験が、子どもたちの鑑
賞力にどのように影響するのか比較することにした。
そうすることにより、教師にも子ども自身にとっても
鑑賞力の変容がよくわかるようにしたかった。
また、通常の年間指導計画と比べると鑑賞題材が多
くなるが、いろいろな鑑賞活動が経験できるようにし
た。そしてさらに、子どもたちの興味、関心が高めら
れるように、普通に見るだけの鑑賞ではなく、ゲーム
的な活動やアクション（行為）を取り入れるように心
がけた。
⑵ 鑑賞活動の体験を言語化する能力についての成
果
８ヶ月間の実践を通して、子どもたちには以下のよ
うな変容がみられた。
絵や彫刻を見た後、感じたことや思ったことを友だ
ちや先生に話すかという問いに対して、よく話してい
るが11人から７人に減り、ときどき話すこともあるが
19人から20人に増え、ほとんど話さないが５人から８
人に増えた。
１回目より、２回目の方が上がった子どもは４人、
下がった子どもは10人であった。
上がった子どもの理由は、「友だちのアートカードを
見て、みんなの前で話すようになりました」、「感想を
書くのが得意になったから」などで、上がった子ども
に関しては、実践の効果が見られた。
しかし、下がってしまった子の方が多かった。その
理由は、「話す時間が少ししかないから」、「思ったこと
を自分でもっていたいから」、「あんまり見る機会がな
いから」などであった。本学級では、休み時間校庭に
出て、ドッジボールをすることが日課になっている子
どもが多く、絵を見て話す時間をつくることはなかな
か難しかったようである。実際にはいろいろな鑑賞授
業の中で、どの子どもも感じたことを話す体験を増や
すことができたはずである。
絵や彫刻を見た後、感じたことや思ったことを作文
することはできますかという問いでは、得意なほうが
６人から12人に増え、まあまあできるが14人から12人
に減り、少しならできるが６人から５人に減り、あま
りできないは３人のまま、苦手な方は６人から３人に
⑧
アートカードを使った
日直のスピーチ
（図４―３参照）
選んだアートカードの気に入った所や感じたこ
とを原稿に書いて発表する。 （1） 朝の会 2008年９月～11月
⑨
つつみミュージアムク
ラブの新設
（図３―２参照）
テーマを決めて自分の飾りたい絵を選んで飾
る。 （2） １ 2008年４月～09年２月
⑩
図工掲示委員会との連
携（図４―４参照）
出品した絵画やポスターなどを玄関ギャラリー
に展示する。
（2） １ 2008年４月～09年２月
図４―１ 鑑賞授業 絵の中に入ってみようⅠ 図４―２ 鑑賞授業 絵の中に入ってみようⅡ
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減った。
１回目より、２回目の方が上がった子どもは19人、
下がった子どもは５人であった。
上がった子どもの理由は、「絵を見ているうちに、よ
くできるようになってきたから」、「後期になって日直
のスピーチが楽しくなったから」、「スピーチやメモを
書いてうまくなった」、「アートカードをやって得意に
なりました」、「前より楽しく書けるようになった」、「た
くさんやったらできるようになってきた」、「いろんな
ことが浮かんでくるようになったから」、「１回目は見
ただけだったけど、２回目になったらいろいろ思い浮
かぶようになった。」、「こつがわかった。」などで、実
践の効果が見られた。
下がった子どもの理由は、「まとめることがあまりで
きないから」、「書き方がちょっとわからないから」な
どで、個人的な書き方の習熟度による理由であった。
このように、この８ヶ月間にわたって行ってきた鑑
賞活動の実践は、子どもたちの鑑賞活動の体験を言語
化する能力を高めるために有効であったといえる。
５．おわりに
⑴ 鑑賞活動における言語化の意義
作品を見て、感じた本人の感動を整理し記憶するた
めに、また、その感じたことを誰かに伝えるためにも、
“伝わる形”にすることなしに鑑賞をすることはでき
ない。
感じたことを“伝わる形”にする、最も一般的な方
法は“言語化”である。しかし、子どもたちのアンケー
トにもあるように、「見るのは好きだが、感じたことを
作文することは苦手だ。」という子どもは多い。子ども
は、たくさんのことを感じているが、それを文章にう
まく書けない。書く力をつけるには訓練が必要なので
ある。
しかし、子どもたちの家庭生活、さらに学校生活の
中では、見たり、読んだりということに比べて、書く
という経験はとても少なく、習得するのも容易ではな
い。子どもたちがもっている、見て気づいたり感じた
りする力とそれを書く力には大きな差があるのだ。
教育活動には評価が必要である。学校で行われてい
る鑑賞活動の評価が、全て子どもが書いた文章によっ
ているとはいえないが、学校の実態としては文章に
よって評価している場合が多い。なぜかといえば、文
章が一番身近な伝わる形であり、教師が評価しやすい
からである。
しかし、そのせいで教師は、感じたことをうまく伝
わる形にできないでいる子どもの鑑賞力を、感じたこ
とが十分書かれていない文章や、書けなかったという
ことで評価してしまっている可能性があるのだ。
感じたことが“伝わる形”になってはじめて、評価
ができるようになる。子どもから発信された“伝わる
形”が書かれた物ものしかないとすると、やはり書か
れたものの評価だけになってしまう。感じたことの評
価にならないのはしかたのないことなのだろうか。
だがそれでは当然本当の鑑賞力の評価はできない。
教師は、書かれた文章で評価するのなら、作品の見方
と同時に感じたことの表し方を教えていかなければい
けないのである。
なお、言語による表現を通して鑑賞力の評価をする
ときは、子どもが書いた文章を一つだけ、書かれた時
図４―４ 玄関ギャラリー図４―３ アートカードを使った日直のスピーチ
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点で評価したのでは本当の評価にはならない。時期を
空けて、いくつかの鑑賞活動を経験させ、子どもたち
がその活動ごとに書いた文章を総合的にみて、その内
容の変容を、他者との比較による相対評価ではなく、
個人内評価の観点から見取ることが大切なのである。
⑵ 言語的な表現力の伸長と鑑賞力の育成
作品の見方や感じたことを言語化する力を高める指
導の一つの例として、これまで研究してきたことをも
とに、感じたことを言葉で表すポイントをまとめてみ
る。
当然のことながら、言葉で表すためには、まず、作
品をしっかり見て、感じることがなければ無理である。
したがって、感じたことを言葉で表すためのポイント
は、まず、作品をどう見たらいろいろなことを感じら
れるのか、いろいろな見方を子どもが知ることである。
子どものもっている、見て気づいたり感じたりする
力と、それを言葉で表す力には大きな差があるが、そ
の二つの力は太いパイプでつながっていると考えてよ
い。どう見ればいろいろなことが感じられるか、見方
を知ることで、話したいことや書きたいことがたくさ
ん浮かび、何を話せ（書け）ばいいかに困らなくなる。
また、話し方や書き方を知ることで、どのような言
葉をどのように使うと感じたことを自分の感じた通り
に表せるかがわかり、話すことや書き表すことに困ら
なくなる。見ることの技術を上げることで、子どもた
ちは、言語化する技術も相乗的に上げられるのだ。
ここでは、いろいろなことを感じ取りやすくするた
めの作品の見方の面と、その感じたことをなるべく忠
実に言葉に置き換える言語表現の仕方という面と、両
面を合わせて“鑑賞活動における言語活動のポイント
とした。
言語活動を活性化させるポイントをまとめると、以
下のようである。
鑑賞活動における言語活動のポイント
①パッと見て感じたことを何でも言葉にする。
②五感（見る、聞く、嗅ぐ、味わう、触れる）を使っ
て、見て感じたことをそれぞれ言葉にする。
③絵の中の登場人物になって、絵の中に入ったつもり
で、見て感じたことを言葉にする。一体になる。
④絵の中の登場人物と同じポーズをしてみて、感じた
ことを言葉にする。なりきる。
⑤作者の気持ちを想像して言葉にする。
⑥色や色の組み合わせなど、色について感じたことを
言葉にする。
⑦形や形の組み合わせなど、形について感じたことを
言葉にする。
⑧その様子を何かにたとえる。「……のような、」
⑨程度を表す。「……なほど、」
⑩絵のどこを見てそう感じたのか、理由を言葉にする。
話すことや書くことが上手になったり、苦手意識を
なくしたりするためには、話すことや書くことの経験
を積み上げていくことが必要である。計算の仕方や漢
字を覚える時のように、繰り返し訓練がされて、話し
方や書き方が身に付き、そこでだんだんと感じたこと
が伝えられるようになるのである。
したがって、一度話し方や書き方を教えればすむと
いうものではない。時間をかけ、身に付け、磨かれな
ければならない力なのである。
今後は、図画工作科ならではの言語、つまり形や色
を言語として使った視覚言語の表現力を育てる題材開
発や、各学校の実態に合わせてアレンジできる鑑賞授
業のモデルを作成し、それを広めていきたいと考えて
いる。
また、鑑賞力の評価の方法についても、子どもたち
一人ひとりの成長を評価する個人内評価を重視し、い
ろいろな鑑賞活動を通して成長した子どもたちの感性
をきちんと見取ることができるような評価方法を研究
していきたい。
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